
環境報告書 ２０２４

トヨテツグループは、ものづくりの技術開発と環境保全活動を進め、
SDGsを達成する社会構築をめざしています。
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（トヨテツの森イベントでの記念写真）





トヨテツ環境報告書は、トヨテツの環境
保全活動について広く社会に発信する
ことを目的に発⾏しています。

豊田鉃工㈱および連結対象の関連会社

※グラフ、表のデータは豊田鉃工本体のものを示す。
（ 一部で国内外事業体データを含む）

2023年4月1日から2024年3月31日
までの活動を報告

環境省発⾏
『環境報告ガイドライン』

2024年12月

編集方針
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代表取締役社長
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2 トップメッセージ
2030年CO₂排出量50%減（2013年⽐）に向けて、みんなでチャレンジ

私たちトヨテツグループは、2050年
カーボンニュートラルを目標として、直
近2030年に2013年度⽐50%減
を達成するべく、努⼒を続けておりま
す。

今年の日本の夏は本当に暑く、局
所的な豪⾬にも⾒舞われました。また、
日本だけでなく世界各地で起きている
自然災害や異常気象は、CO₂などの
温室効果ガスによる地球温暖化が原
因のひとつと言われています。空も海
も山も街も、以前の四季感や自然の
⽣態系は間違いなく変化してきていま
す。今、この悪い波をなんとか喰い止
めなければなりません。

トヨテツグループは、第5次環境取
組みプラン（2021年〜2025年）と
して、「脱炭素」「循環型社会」「自然
共⽣・⽣物多様性」「マネジメント」を
基軸に活動しています。

その活動の成果は、必ず『地球温
暖化』に⻭止めを掛ける事ができると
信じて⾏動しています。

今、環境への取組みは“待ったなし”
の状況です。教育や啓蒙活動やなど
のソフト対策はもちろん、ハード対策と
して大きな投資への経営的判断もタ
イムリーにスピーディーに、またフレキシ
ブルに対応していきます。

私たちトヨテツグループ全社員は、
企業活動の中だけでなく、それ以外で
も「電気、ガス、⽔を無駄に使いませ
ん。」、「ゴミを減らします。」、「自然を
大切にします。」そして、その⾏動を続
け、次世代にその意義を伝えていきま
す。

地球のために、そして未来のために、
常に環境保全・改善に取組んでいき
ます。

坂元 康彦
TOYOTETSU

Environmental Report 2024



－ 3 －

3 環境マネジメント
3-1. トヨテツグループ環境方針
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3 環境マネジメント
3-2. 環境方針・環境取組みプランとSDGs

①脱炭素社会の構築
*温室効果ガス排出量の大幅な削減
・部品軽量化開発
・工場CO₂排出量低減
・物流CO₂排出量低減

②循環型社会の構築
＊３Ｒ(Reduce,Reuse,Recycle) を通じた資源循環の推進

・リサイクルしやすい部品開発、拡販
・排出物の低減と資源の有効活⽤

・⽔使⽤量の低減

③自然共生社会の構築
*地域とつなぐ自然保全活動、未来へつなぐ教育
・緑化事業の推進
・世界へつなぐ環境活動の推進

④マネジメント
*法令順守、情報の開示とコミュニケーション

・グローバル社員教育
・ビジネスパートナーと連携した環境活動

第5次トヨテツグループ
環境取組みプラン

環境に関する基本方針は、2000年に制定された「トヨテツグループ地球環境憲章」のもと、「トヨテツ環境方針」として定め、
国内外事業体20社で共有しています。そしてこの方針に基づき、5ヵ年プラン及び年度計画を⽴案し、環境法令順守、
省エネルギー・省資源や廃棄物低減を全員参加で取組んでいます。

トヨテツグループ地球環境憲章（基本方針） 2000年制定

トヨテツ環境方針

年度計画（環境保全推進計画)

第5次トヨテツグループ環境取組みプラン（5ヵ年）

オールトヨタ第7次環境取組みプラン（5ヵ年）

第5次トヨテツグループ環境取組みプランは、2021年度からの5ヵ年の活動の目標と計画を定めたものです。
企業活動における環境の重要取組みテーマを４つに分類し、環境に配慮したものづくりを通じて、地球保全と地域社会の
持続可能な発展に貢献します。
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[異常気象︓猛暑、豪⾬] [大量のゴミの山][干ばつによって緑地が消失]

“みんなの地球をいつまでもこんな状態にしないために、・・・”
TOYOTETSU
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・ 経営企画部 ・ 第１開発部 ・ 品質保証部 ・ 本社工場
・ 安全健康部 ・ 第２開発部 ・ 品質管理部 ・ 広久手工場
・ 人事総務部 ・ 製品化技術部 ・ プラント環境技術部 ・ 額田工場
・ 経理部 ・ ＤＸ・ＩＴ推進部 ・ ⽣技管理部 ・ 篠原工場
・ 営業部 ・ プレス・化成⽣技部 ・ ⽣産管理部
・ 調達部 ・ 組⽴⽣技部 ・ ⽣産調査部
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トヨテツグループ環境委員会
委員⻑︓代表取締役社⻑

全社統括環境責任者
⽣産技術本部⻑

EMS運⽤管理責任者/環境保全推進部会
プラント環境技術部⻑

異常撲滅活動を通じ、エアを漏らさない、漏らさせな
い対策を進めていきます。
TPS・TPMを通じ、⽣産性向上、歩留まり改善、

工程内不良削減を全員参加で取組み、CO₂排出量
低減に貢献します。
またトヨテツの森での自然共⽣の取組みを通じ、環

境保全活動にも積極的に支援していきます。

スマート工場をめざすと同時にエネルギーロス、資源ロ
スを減らし、人にも環境にもやさしい工場づくりを全員
で取組みます。
また、工場内の大型工事期間中は近隣住⺠の皆

様への配慮をしっかりと⾏い、地域イベントに積極的に
参加することにより、地域の活性化にも貢献します。

緑豊かな額田工場では、⽣活排⽔を微⽣物により
処理し、微⽣物の活動が弱る冬場には、加温機を
使って能⼒低下抑制を⾏い、川へ放流しています。
またTPS・TPMを通して、全員参加で工程内不良

低減、CO₂排出量低減に取組むとともに、「ぬかたの
森」を整備することで、更に地域の方々との交流を深
め、環境保全活動を次世代に伝えていきます。

年々環境への意識が⾼まる中、篠原工場としては
⽣産活動を通じ全員参加で様々なロスに着目し、
CO₂排出量や廃棄物低減に努めていきます。
ひとり一人の⾏動が、将来の『安心』へ繋げれるよう

に、環境保全推進活動を職場内でしっかり浸透させて
いきます。

3 環境マネジメント
3-3. 環境推進体制とリーダーの思い
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本社工場（山内工場⻑） 広久手工場（下川工場⻑）

額田工場（澤田工場⻑） 篠原工場（近藤工場⻑）

⽣準ロスで起こるCO₂排出のミニマム化を図るべく、
内製⾦型体質強化活動を推進しています。補正（リ
ターン）回数の低減、資材（鋼材・溶接棒等）ロス
の低減に取組んでいきます。
また工程設定段階から鋼板プレス及び樹脂成型の

材料歩留まり向上を⾏い、量産時の廃棄ロス低減に
取組んでいきます。

プレス・化成⽣技部（横地部⻑）

推進体制

⽔耕栽培ならではの活動として、収穫段階で発⽣し
てしまう規格外品の飼料化や資源リサイクルとして⾷
料品以外の加工品“飲む酢 ベビーリーフビネガー”を
製造し、『つくる責任』に繋げています。
24時間稼働の栽培工場では電気使⽤量低減の

面では厳しい部分もありますが、CNへ一層の⾼い意
識で、省エネや省資源活動に取組んでいきます。

アグリカルチャー事業部（広瀬事業部⻑）
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環境マネジメント
3-4. 第5次トヨテツグループ環境取組みプラン(2021-2025年度)

トヨテツは2001年から環境取組みの中期計画を作成しています。2021年から2025年の5ヵ年計画として第５次環境取組みプラ
ンを策定し、様々な取組みを進めています。

TOYOTETSU
Environmental Report 2024
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トヨテツは第５次環境取組みプランに基づき、自動⾞部品の開発・設計、⽣産、物流のあらゆる段階において、温室効果ガス及び
排出物の削減に取組んでいます。

2023年度取組み結果
4-1. 環境取組みプラン結果

－ 7 －

4
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5
5-1. CNロードマップ

<2030年>2013年⽐▲50% <2050年＞
カーボンニュートラル

C
O

₂排
出

量

2 0 2 3 年 2030年 2050年2 0 1 3 年 ( 基 準 年 )

日常
改善

出来⾼向上活動、歩留まり向上活動、物流改善、からくり改善

MOTTAINAI活動、ランクアップ活動

省エネ機器、エコ商品の購⼊使⽤

技術
革新

部品の軽量化、SE活動（造りやすさ、⽣産準備リードタイム短縮など）

低CO₂またはCO₂フリー材料、部品への置換

製品・部品のリサイクル化

再
エネ

循環型モデルの研究と実⽤化（ソルガムなど）

第１次太陽光発電システム導⼊

その他発電システムの研究と実現（⽔素など）

再エネ電⼒・証書購⼊

第２次太陽光発電システム導⼊

エネルギー使⽤量の⾒える化

－ 8 －

脱炭素社会に向けた取組み

CO₂排出量

TOYOTETSU
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CO₂排出量
[スコープ１]

1,117 t-CO₂
[スコープ２]

18,703 t-CO₂
[スコープ３]

1,111,476 t-CO₂

（936）

（18,604）

（842,452）

スコープ3内訳
▷カテゴリ1: 購⼊した製品・サービス

1,064,137 t-CO₂
▷カテゴリ2: 資本財

39,544 t-CO₂
▷カテゴリ4: 輸送・配送(上流)

2,152 t-CO₂
▷カテゴリ5: 廃棄物

352 t-CO₂
▷カテゴリ6: 出張

2,495 t-CO₂
▷カテゴリ7: 従業員の通勤

2,797 t-CO₂
※カテゴリ3,8〜15は該当なし。
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5
5-2. 生産活動における実績総括（入・出）

脱炭素社会に向けた取組み

インプット アウトプット

その他の排出量
[廃棄物] 298 ton

[有償] 66,421 ton

[社内リサイクル] 55 ton

[化学物質] 0.03 ton

＊トヨテツ単体の値を示す。
（ ）内は2022年度の数値。

ト
ヨ
テ
ツ
の
事
業
活
動
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エネルギー使⽤量
[電気] 52,106 MWh

[ガス] 都市ガス 463 km³

LPG         15 t

[燃料] ガソリン 1.5 ㎘

軽油 35.2 ㎘

灯油 0.2 ㎘

（47,066）

（372）

（8.4）

（1.2）

（31）

（0.2）

取⽔量
[市⽔] 34,961 ㎥

[工業⽤⽔] 26,631 ㎥

[地下⽔] 16,007 ㎥

（35,048）

（26,209）

（16,196）

その他の使⽤量
[鋼材] 165,340 ton

[樹脂] 1,291 ton

[銅] 313 ton

[化学物質] 11.1 ton

（141,320）

（1,121）

（230）

（10.1）

（230）

（55,874）

（33）

（0.03）

2023年度は前年度に⽐べ⽣産台数増加により、インプット・アウトプット
共に増加しています。（278万台➩331万台︔19%アップ）
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5
5-3. 生産活動におけるCO₂排出量低減実績

23年度CO₂排出総量・原単位ともに目標達成できた。
工場におけるエネルギー低減活動として、照明のLED化、エア漏れ対
策や電灯・設備のスイッチOFFを徹底など一人ひとりが脱炭素社会を
意識した取組みが成果に表われてきている。

第5次プラン(2021年〜)を
1年前倒しでスタート

第5次プラン(2021年〜)を
1年前倒しでスタート

改善低減分での目標と結果
(電源係数変動分を含まない)

脱炭素社会に向けた取組み

CO₂排出
総量 ︓目標▲12.2％ ⇒ 結果▲18.1％
原単位︓目標▲12.2％ ⇒ 結果▲27.8％

(20,160t-CO₂) (19,819t-CO₂)

※CO₂削減目標は2019年度より毎年▲3.2%積み上げ

(32t-CO₂/億円) (26t-CO₂/億円)

TOYOTETSU
Environmental Report 2024

トヨテツ単体 工場CO₂排出総量推移

トヨテツ単体 工場CO₂排出原単位推移

t-CO₂

t-CO₂/億円



－ 11 －

5
5-4. 生産工場における改善実施内容１

脱炭素社会に向けた取組み

本社工場

広久手工場

採光改善による省エネ活動

《効果》 1.41t-CO₂/年 削減

カエル

トメル

屋外照明のLED化
屋外庇下の防湿仕様蛍光灯を
LEDタイプに更新 全9か所
《効果》 0.57t-CO₂/年 削減

カエル

設備エア漏れ改善
エアリークビューアーでエア漏れの量と箇所を可視化し、漏れ修理を実施
《効果》 0.46t-CO₂/年 削減

⽼朽化した明かり採りの貼替えで、
晴天時昼間の照明消灯を実現し
省エネに貢献

省エネパトロールでエネルギーのムダ撲滅活動

《効果》 0.62t-CO₂/年 削減

トメル カエル

休憩時間中に省エネ担当者が⾒回り、
設備非稼働時の電源OFFを徹底

改善前 修理後
エア漏れ無し確認

屋外庇下蛍光灯を
防滴防湿LEDに更新

貼替前 貼替後

0

5

10

4月 6月 9月 12月 3月

パトロール指摘件数(件)

Map data Ⓒ2024 Google

設備内をエアリーク
ビューアーで撮影、
漏れ場所と流量を
特定し改善

TOYOTETSU
Environmental Report 2024

プレス機 送り装置からエア漏れ



電⼦部品樹脂型の電⼒量削減
成形品質に影響のないヒーターを
廃止し、電⼒使⽤量削減
（20本中４本廃止）
全7型分実施し、28本ヒーター廃止
《効果》 36.03t-CO₂/年 削減

－ 12 －

5
5-4. 生産工場における改善実施内容２

脱炭素社会に向けた取組み

額田工場

篠原工場

エア配管材質変更によるエア漏れ対策
溶接設備のエア⽤樹脂ホースを銅管に変更
スパッタ付着による配管破れがなくなり、設備
からのエア漏れゼロ
《効果》 5.42t-CO₂/年 削減

カエル

材料供給装置のエア使⽤量低減

照明機器の省エネ カエル

サゲル

エアブローで
材料分離

樹脂ホース⇒銅管に変更
エア漏れゼロ

DF材料分離装置のエアブローを
常時⇒材料取出時のみ吐出に変更
《効果》 8.14t-CO₂/年 削減

⾼効率なLEDを採⽤して、必要照度を確保しつつ、
機器数量を削減（組⽴・物流エリア）
《効果》 26.67t-CO₂/年 削減

成形品
ヒーターを廃止

ヒーター

上型

下型

ヤメル

照明撤去・細分化で省エネ

《効果》 1.03t-CO₂/年 削減

不要な照明の撤去と照明スイッチの
細分化により不要な電灯電⼒削減

ヤメル カエル

・ 部 照明撤去
・①と②の照明
スイッチを分ける

TOYOTETSU
Environmental Report 2024



－ 13 －

5
5-４. 生産技術部門における改善実施内容

脱炭素社会に向けた取組み

プレス化成⽣技部

樹脂成形型の冷却時間短縮改善
⽔⽳径拡大により温度調整流量向上により
⾦型の冷却性能向上 成形時間 9秒/個短縮

成形型断面

組⽴⽣技部

レーザー発振器⽤チラーの省エネ対策 サゲル

《効果》 9.53t-CO₂/年 削減

プラント環境技術部

カエル

《効果》 26.67t-CO₂/年 削減

⽔⽳︓拡大

上型

下型

カエル

樹脂成形型の内圧低減による省エネ
ランナー(樹脂注⼊路)の外周にガス抜⽳と
ガス溝を追加、更に製品部分にも
ガス抜⽳を設置し、型内圧を低減することで
型締⼒低減
⇒電⼒使⽤量1.5kwh/個 低減
《効果》 0.09t-CO₂/年 削減

カエル

レーザー接合のレーザー発振器は常時電源ONしており、
常に7kWの電⼒を使⽤
➩エコモード搭載の新機種を採⽤し、非稼働時は３kW未満の
電⼒使⽤量で稼働

プレス防音ボックス排熱ファンの自動運転

30℃以下で
自動停止

温度センサを追加し、温度30℃で
ファンを自動で起動/停止させることで
換気ファンを最適運転化
《効果》 2.04t-CO₂/年 削減

プレスの
排熱ファン

カエル

トメル

成形品
上型

下型

ランナー樹脂材料

ガス

ガス ガス･･･ ･･

ガス抜き⽳

ガス溝増
ガス

ガス
混⼊

TOYOTETSU
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－ 14 －

5-５. 技術開発によるCO₂低減

冷間1470MPa BピラーアウターR/Fの開発

冷間1470MPa FRバンパーR/Fの開発

お客様ニーズに合わせたトヨテツのプレス加工技術の選択肢
（要求性能＊質量＊コスト）

5 脱炭素社会に向けた取組み

技術ポイント
１．製品設計︓ 超ハイテン材のシワ・ワレ対策形状
２．予測技術︓ CAEと現物との差異縮⼩

開発品の効果（熱間1470MPa_t1.4 ⇒ 冷間1470MPa_t1.3への置換）

⦿CO2排出量 ︓ ▲9,200t-CO₂/年（部品製造時+⾞両⾛⾏時排出量）
⦿コスト ︓ ▲31％
⦿質量 ︓ ▲ 8％

新技術製品をグローバルで生産可能

冷間プレス加工技術によるCO₂排出量低減 採⽤事例

TOYOTETSU
Environmental Report 2024

独自開発の加工技術と
現地大型プレスラインで
現調化が実現

開発品の効果（熱間1780MPa_t1.4 ⇒ 冷間1470MPa_t1.4への置換）
⦿CO₂排出量 ︓ ▲555t-CO₂/年（輸送込み）
⦿コスト ︓ ▲25％
⦿質量 ︓ ± 0（板厚アップなし）
⦿部品点数 ︓ 従来2種類(A＊B) ⇒ 1種類へ統合

技術ポイント
１．製品設計︓ ⾼耐⼒断面・曲率凍結形状
２．⽣技開発︓ 製品精度抑制工法

（深絞りダブルクッションドロー）
３．予測技術︓ CAEと現物との差異縮⼩
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ー 再エネ電⼒使⽤率 （2024年3月末時点）
TIW︓6.3%   事業体全体︓14.6% トヨテツグループ︓13.6%

5 脱炭素社会に向けた取組み
5-６. トヨテツグループと再生可能エネルギー

太陽光発電システム導入実績

◆トヨテツグループの再エネ状況

テクノエイト（愛知・瀬⼾市）

トヨテツグループは、2050年カーボニュートラル達成に向け、
再生エネルギーの導入に積極的に取組んでいきます。

TIW工機工場（愛知・豊田市）

再生エネルギー設備 2024年度導入計画

t-CO₂

発電能⼒ 160kw
パネル枚数 400枚

発電能⼒ 463kw
パネル枚数 1,450枚

TTTI（トルコ） オフサイト発電
発電能⼒ 12,000kw
パネル枚数 22,430枚

TOYOTETSU
Environmental Report 2024

No 設置場所 種類 発電能⼒ 運⽤開始時期
1 TTAI（北⽶） 太陽光 16kw 2024年5月

太陽光 322kw 2024年11月
水素 50kw 2025年2月

3 TFC（福岡） 太陽光 528kw 2025年2月
4 TIW（本社ビル） 太陽光 115kw 2025年3月

2 TIW（組生工場）

－ 15 －

トヨテツは現在建設中の
組生工場に水素発電装置
導入を決めました。

（TIW; TOYODA IRON WORKS CO.,LTD）



⽔使⽤量

廃棄物
排出量

＜今後の取組み＞

6
6-1. 生産活動における⽔使⽤量実績・廃棄物排出量実績

－ 16 －

・工機工場︓埋設配管の
工業⽤⽔が地中で⽔漏れ
→修理不可のため、地下⽔
に切替え

＜目標達成理由＞

総量︓ 目標▲４.0％ ⇒ 結果▲1.9％
原単位︓目標▲４.0％ ⇒ 結果▲36.0％

(▲3,162㎥) (▲1,501㎥)

※廃棄物削減目標︓2019年度より毎年▲1.0%積み上げ

・本社工場︓排⽔処理工程
における窒素値オーバー時の
希釈⽔低減
(エアブロア増強)

総量︓ 目標▲4.0％ ⇒ 結果16.4％増
原単位︓目標▲4.0％ ⇒ 結果▲24.1％

(▲10.1ton) (44ton増)

※⽔使⽤量削減目標︓2019年度より毎年▲1.0%積み上げ

＜今後の取組み＞

・本社工場︓処理前⽔(油) 
量が一時的に排⽔処理施
設の処理能⼒を超過した
ため、産廃として排出
→対策済み

＜目標未達理由＞

・アグリ︓廃棄物の⽔分削減
と残渣の堆肥化

循環型社会に向けた取組み

TOYOTETSU
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－ 17 －
TOYOTETSU
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6
6-2. 樹脂製品の進化

循環型社会に向けた取組み

従来品
・表⽪︓合⽪
・フォーム︓ウレタン
・接着剤
・基材︓PP（ポリプロピレン）
・バッキング層

※とよとつ®は豊田鉃工株式会社の登録商標です。

⼈と環境にやさしい好触感な⾃動⾞内装部品
~材料ロスゼロの射出成型表⽪付き部品開発〜

“とよとつ”の開発 ・ 採⽤事例

“とよとつ“とは、・・・
⾃動⾞内装部品のアームレストなどの樹脂部品を100%リサイクル

可能な材料のみで構成し、従来レベルまたは、それ以上の触感を
裏⾯の突起の形状や配置だけで作りあげた構造体

突起形状×配置×材料の硬さの組合せで
好みの触感を実現

2016︓愛知環境賞優秀賞

2019︓3R(リユース・リデュース・リサイクル)
経済産業大臣賞

とよとつ形状

・基材︓PP（ポリプロピレン）

アームレスト

（断⾯）

分解困難 ➩ 廃棄

開発品

（断⾯） ・表⽪＋フォーム︓熱可塑性樹脂）

分解容易 ➩
（接着レス）

（表⽪の汚れやキズの不具合）
・表層部品のみ交換可
・分解→粉砕→リペレット➩材料リサイクル

2015年 初採用後、 更なる進化へ
＊低コスト ＊クッション性の向上
＊更に環境にやさしい材料の探求 など



7 自然共生社会に向けた取組み
7-1. トヨテツの森での活動１

◆「トヨテツの森」のコンセプト

－ 18 －

・イオン⽣物多様性みどり賞
（国内賞） 優秀賞
・あいち⽣物多様性
優良認証企業 認定

・ビオトープ顕彰 ビオトープ大賞

“自然を活⽤し、自然と調和する工場づくり”
を宣言し、トヨテツの森の造成を決定

トヨテツの森 着工

トヨテツの森 完成

森のモニタリング
調査開始

トヨテツの森で
イベント初開催

学習⼩屋完成
（自然共⽣活動の拠点）

グリーンウェーブ植樹
初開催

・緑化優良工場等表彰
“日本緑化センター会⻑賞”

・愛知環境賞
“優秀賞”

・緑化優良工場等表彰中部経済産業局⻑賞

・豊田市役所協働イベント
開催開始
・メジロの巣初確認

・愛知環境賞 “銀賞”
・“自然共⽣サイト認定”
・OECMとして”国際データ
ベースに登録”ビオトープ顕彰

“審査委員⻑賞”

トヨテツの森10周年
記念式典開催

TOYOTETSU
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旧本社社屋

COP10を受けて、トヨテツは東の⽮作川と⻄の自然豊かな広陵地帯を結ぶ中間に
位置しており、『あいち生物多様性戦略2020』のもと“まちなかに生物を呼び込むみ
どりの回廊”として「トヨテツの森」をつくることを決めました。周囲の企業や公園と一緒に
豊田市における「生態系ネットワーク」の一端を担うべく、昆虫や鳥の移動域の中間地
として、「まちなかの自然」をめざしました。

◆「トヨテツの森」の歩み



7 自然共生社会に向けた取組み
7-1. トヨテツの森での活動２

－ 19 －
TOYOTETSU

Environmental Report 2024

◆自然共生プログラム活動の紹介

『TOYOTETSU EARTH KIDS 育成プログラム』 〜SDGs達成をめざす〜
「トヨテツの森」は、次世代を担う⼦ども達が自然に触れ合うことで、自然の

大切さやおもしろさ・不思議さを肌で感じてもらう。更にはSDGsに関心を
持ってもらい、持続可能な社会を達成していくために、『TOYOTETSU
EARTH KIDS 育成プログラム』として取組んでいます。

�「トヨテツの森」のテーマ
①地域とつなぐ自然保全活動の場
②⽣物多様性保全を世界へつなぐ環境発動発信基地
③環境活動を未来へつなぐ教育の場

�「トヨテツの森」のキャッチフレーズ
「トヨテツの森」であそぼう︕・学ぼう︕
・木々などを観察し、名前や特徴を知る

「トヨテツの森」を彩ろう︕・味わおう︕
・森の恵みをいただく

「トヨテツの森」を楽しもう︕
・⽣き物をさがす
・森の恵みを使って、工作する

『トヨテツの森イベント』は年３回開催されます。2017年のスタートした当初
は、社員の親⼦のみを対象に開催していましたが、2021年からは豊田市との
共同開催となり、市⺠の方々にも参加して頂いています。
次の目標は、地域や社外の方々が気軽に⽴ち寄って頂ける「憩いの場所」

にできるように、ハード面とソフト面を整備していきます。



－ 20 －

7 自然共生社会に向けた取組み
7-1. トヨテツの森での活動３

2023年 トヨテツの森でイベントを開催
・4月2日 参加者︓21名 内容︓生き物探し、バードハウス作り、花⾒

・9月30日 参加者︓35名（豊田市とコラボ 市⺠含む） 内容︓生き物探し

・12月9日 参加者︓21名 内容︓生き物探し、リース作り、クリスマス会

TOYOTETSU
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プログラムの最後には、 振り返りとして自分たちが出来るSDGs⾏動宣言を
してもらい、SDGs缶バッチをプレゼント



－ 21 －

7 自然共生社会に向けた取組み
7-1. トヨテツの森での活動４

2023年度時点、
累計267種の生き物が
確認されました。

トヨテツの森で生き物調査状況

昆虫類

昆虫は徐々に増加
バッタ目 ２７種（昨年⽐＋2種）
チョウ目 ４８種（昨年⽐＋３種）

その他

鳥類
2６種

2４種

アカボシゴマダラ チョウトンボ ビロウドサシガメ

217種

TOYOTETSU
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トヨテツの森で生き物観察

プログラム内での⽣き物さがしでは、「⽣き物さがしかんさつノート」を使⽤し、 森で
⾒つけた⽣き物や植物などを、地図にシールを貼ります。シールにすることで、⼩さな
⼦どもも遊び感覚で楽しむ事ができます。

23年度、新たに仲間に加わった生き物たち



7 自然共生社会に向けた取組み
7-2. トヨテツの森10周年

－ 22 －

◇開催日時︓2023年11月27日（月） 11:00〜12:00

②全従業員に配布された
記念品のせんべい

TOYOTETSU
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◇参加者︓ 坂元社⻑、会社役員、監査役、シニアエグゼクティブアドバイザー
本部⻑、 本社工場⻑、TSサービス社⻑、労働組合委員⻑
㈱ComodoLABO、環境事務局

坂元社⻑ご挨拶

坂元社⻑と⻘山組合委員⻑による記念植樹

①記念樹︓ヒトツバタゴ
（別名︔ナンジャモンジャ）
＊絶滅危惧種Ⅱ類指定

③『ビオトープとは・・』、『空の⽣き物』、『陸の⽣き物』、『⽔辺の⽣き物』を
解説するパネルを製作・設置

◆トヨテツの森10周年記念式典を開催



7 自然共生社会に向けた取組み
7-3. トヨテツの森 受賞と更なる取組み

◆トヨテツの森の活動が 2024年愛知環境賞 『銀賞』 受賞

－ 23 －

自然共⽣や⽣物多様性及びCO2相殺
（カーボンオフセット）を目的とした新たな
プロジェクトをスタートさせました。

TOYOTETSU
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◆トヨテツの森に次ぐ自然共生社会に向けた更なる取組み



8 マネジメントでの取組み 〜SDGs取組み紹介〜
8-1. 地域との連携 1

フードドライブを実施（7月・10月)

◆環境の保全を推進する協定協議会に参画

インスタント・レトルト・缶詰⾷品、カップ麺などが
集まりました。
協定協議会を通じて、⽣活困窮者や⼦ども⾷堂、

福祉施設などへ送られました。

トヨテツの環境活動を紹介＠豊田市図書館（2月）

－ 24 －

協定企業のエコな取組みと自然共⽣活動の紹介 (9月）

[広報とよた]で応募

豊田市協定協議会と共同で市⺠参加のイベントを開催。
トヨテツの森で⽣き物さがしを⾏いました。

TOYOTETSU
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⽮並湿地（ラムサール条約登録湿地）保全ボランティアに参加（9月・1月）

－ 25 －

8
8-1. 地域との連携２

マネジメントでの取組み 〜SDGs取組み紹介〜

とよたビジネスフェアにテクノエイト㈱、とよてつ共栄会と共に出展＠スカイホール豊田（3月）

保存会の⽮並在住の
トヨテツOBと現役のトヨ
テツ社員が参加し、良い
交流の場となりました。

今年もトヨテツブースに多くの方々にお越し頂きまし
た。SDGｓを意識した環境取組みなどを紹介し、ト
ヨテツの活動を理解して頂く良い機会となりました。

豊田市⻄広瀬⼩学校ビオトープ保全活動ボランティアに初参加 （5月）

⽣徒、先⽣、PTAや
地域の人たちとトヨテツ
社員が、カナダ藻の除
去やあぜ道の整備を
⾏いました。

TOYOTETSU
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－ 26 －

8
8-2.環境月間での取組み（６月）

マネジメントでの取組み 〜SDGs取組み紹介〜

サスティナブルシーフードメニュー提供

グリーンウェーブ（植樹祭）

環境講演会

TOYOTETSU
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－ 27 －

8
8-3. トヨテツグループトピックス 1

グリーンウェーブプロジェクト

《特集》 グループ各社の活動

マネジメントでの取組み 〜SDGs取組み紹介〜

グリーンウェーブは、国連が呼び掛けた活動で、2020年に国連の活動としては終了しましたが、
トヨテツグループは『SDGｓ』や『自然共⽣』の観点から継続的に実施しています。

� 5月2０日現地時間10:00に国内外の事業体で植樹

TOYOTETSU
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－ 28 －

8
8-3. トヨテツグループトピックス 2

テクノエイト（愛知）

マネジメントでの取組み 〜SDGs取組み紹介〜

瀬⼾市役所と地域事業所合同
で蛇ヶ洞川の清掃活動を実施

《特集》

伊豆沼のクリーン活動
ラムサール条約登録湿地）

TFC（福岡）

地域清掃及び彼岸花の植樹

TTAP（中国）

工場外周大掃除活動を実施

TTIA/TTID（インド）

記念植樹を通じ、⾝近なところから出来るＥＣＯを推進していきます。

TTCA（カナダ）

家族で環境に関する切り絵を作成

GTAP（中国）

中国の植樹節に合わせ近隣会社と８０本を植樹

TTC（宮城）

TOYOTETSU
Environmental Report 2024

グループ各社の活動



第三者保証
9-1. 第三者保証紹介

－ 29 －

一般社団法人 中部SDGs推進センター 副代表理事
環境省登録 環境カウンセラー

百瀬則⼦ 氏

豊田鉃工株式会社は国際社会が合意したSDGs(持続可能な開発目標)達成に向けて取組んでいきます。

2023年は世界平均気温が観測史上最⾼記録を大幅に更
新し、世界気象機関（WMO）は、2023年の世界平均気
温は1850〜1900年と⽐較して、約1.4℃上昇し、観測史上
もっとも⾼かったと発表しました。地球温暖化が今後も続く場合、
自然災害が多発するなどの悪影響がさらに深刻化する恐れが
あります。これらの原因の多くは人類の社会経済活動から排出
されたCO₂など温室効果ガスであり、早急に排出削減を図る必
要があります。また、持続可能性といえば脱炭素対策に重点が
置かれていましたが、生物多様性を同じく重要課題として、
2022年に締結された⽣物多様性条約「昆明・モントリオール
⽣物多様性枠組み」では、ネイチャーポジティブ（自然復活）
を提唱し、その実現に世界が大きく動いています。
こうした背景の中で、トヨテツグループは2030年CO₂排出

50％削減（2013年⽐）を掲げ、環境報告書2024を作成
しました。この報告書には、SDGsを達成し、持続可能な企業
を目指した、脱炭素・資源循環・⽣物多様性保全への取組と
地域社会貢献活動の過程と成果について報告されています。
私は豊田鉄工株式会社の2023年環境活動第三者保証の

ために本社を訪問し、また環境報告書についてインタビューを⾏
いました。
私はこの報告書の記載内容を拝⾒し、トヨテツグループの事業

及び環境・社会貢献活動が、SDGs達成に取組み持続可能
な企業を目指していることを確認しました。

今年の環境報告書トップメッセージでは「2050年カーボン
ニュートラルを目標として、2030年に2013年度⽐50％減を
達成するべく、努⼒を続けております。」と述べられています。そし
て第5次環境取組みプランとして「脱炭素」「循環型社会」「自
然共⽣・⽣物多様性」「マネジメント」の活動により、地球温暖
化防止、環境と経済の両⽴、そして全社員で企業活動の中だ
けではなく環境保全⾏動を続け次世代に意義を伝えるとありま
す。これらは持続可能な社会を目指すSDGsに貢献するもの
です。

今年のトップニュースは、トヨテツの森活動が評価され2024年
愛知環境賞「銀賞」を受賞したことです。また、トヨテツの森は環
境省から自然共⽣サイトに認定され、OECMとして国際データ
ベースに登録されました。
元来自社の事業ではない「森づくり」は、2012年に社屋の建

替えを機会に旧社屋跡地をトヨテツの森に⽣まれ変わらせたも
のであり、トヨテツグループの地球環境保全に対する大きな功績
だと評価します。それは2010年のCOP10を受けた「あいち⽣物
多様性戦略2020」を具現化し、まちなかに生物を呼び込む
＜みどりの回廊＞として東の⽮作川と⻄の広陵地帯を結ぶと
いうコンセプトに基づいたものです。
トヨテツの森は地域の自然環境と一体になって⽣物多様性に

貢献しており、SDGsのアウトサイド・イン・アプローチそのものです。
また、受賞のポイントとして、トヨテツの森を使って、地域の⼦ど

もたちへの環境教育や自然共⽣プログラム実践など、地域社会
と連携して環境保全に取り組んだことが挙げられています。そし

て世界中が目指しているネイチャーポジティブを実践しているこ
とを⾼く評価します。「SDGs15陸の豊かさも守ろう」「SDGs4
質の⾼い教育をみんなに」そして「SDGs11住み続けられる街づ
くりを」に向かって活動していることを確認しました。
今後の計画として、額田サイトの森林再⽣で⽣物多様性と

CO₂吸収による脱炭素を目指すとあり、更なる取組みを期待し
ています。

環境マネジメントの報告では、現場のリーダー皆さんの思いが
述べられています。各工場における⽣産現場での脱炭素・資源
循環の実践や、敷地内にあるトヨテツの森での自然共⽣への取
組み、従業員の環境保全活動などが報告されています。また、
プレス・化成⽣技部の廃棄ロス削減やアグリカルチャー事業部の
活動など、多岐にわたる環境マネジメントの取組がなされている
ことを確認しました。それぞれのリーダーの決意が感じられました。
2023年度取組み結果は、ほとんどの項目で目標達成してい

ましたが、脱炭素の分野では環境に配慮した移動手段と⽣産
におけるCO₂削減。循環の分野では節⽔が未達成でした。また、
連結環境マネジメント項目では異常苦情ヒヤリが3件報告され
ていました。引き続き目標達成のためにPDCAを回し続けること
を、インタビューで確認しました。

技術革新による脱炭素社会への貢献では、冷間プレス加工
技術により、部品の軽量化を図り、更に世界各地の拠点に大
型プレス機を設置し、グローバルで⽣産を可能にしたことを確認
しました。硬く伸びにくい素材を加温せずにプレス加工する技術
で製造時のCO₂を削減し、さらに製品の軽量化により、ユーザー
の⾛⾏時の燃費を向上させたことを確認し、⾼く評価します。
（SDGs9・13）
そして、海外拠点を含めたトヨテツグループ全体で再⽣可能エ

ネルギーへの転換を進め、TTTI（トルコ）では太陽光発電に
よる再⽣可能エネルギー100％(Scope1を除く)で創業し、グ
ループ全体では13.6％と報告されています。また国内・海外の
工場では太陽光発電を設置し、2050年カーボンニュートラル
達成を目指した取組みを加速させていることを確認しました。
（SDGs7・13）

SDGsを自分ゴト化するマネジメントでの取組みでは、多くの
社員が積極的に活動をしていることが報告されています。特に
地域社会活動や、世界各地での植樹活動グリーンウェーブでは、
トヨテツグループの⽣物多様性保全のノウハウを駆使してSDGs
を実践し、ネイチャーポジティブに貢献していることを確認しました。
（SDGs11・15）

これらの確認ができたことにより、2024年環境報告書の内容
について保証いたします。
持続可能な社会を構築する持続可能なトヨテツグループとし

て、最先端のものづくりの技術と全員参加の環境マネジメントに
より、脱炭素・資源循環そして自然共⽣・地域貢献活動の実
現でSDGsに貢献することを期待しています。
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私たちトヨテツグループは、より良い社会と未来のため、事業活動を通じた取組みにとどまらず、地域社会への貢献をグローバルで取組んでいます。


